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§１．研究成果の概要 
 

寄生植物は宿主植物に侵入し維管束をつなげて栄養を獲得する。ハマウツボ科寄生植物の寄

生器官である吸器 (haustorium)は、宿主由来の吸器誘導物質によって形成を開始し、宿主に侵

入する。侵入した吸器の細胞は宿主細胞と接し、そのシグナルを感知してアイデンティティーと機

能を変化させる(1)。本研究では、寄生植物の吸器の細胞アイデンティティーの転換を時空間的に

理解し、その制御因子を明らかにすることを目的とする。 

2020 年度には、寄生成立時のトランスクリプトームから遺伝子共発現ネットワーク解析により宿主

植物と寄生植物の遺伝子発現の相関性を解析した。特に侵入が起こっているときに発現する遺伝

子に着目し、宿主制御因子の候補を得た。また、侵入細胞の誘導系を確立し、侵入細胞マーカー

の発現を解析した(2)。エチレンのシグナル伝達に関わる遺伝子の変異体では侵入細胞の誘導が

起こらないことを見出し、侵入細胞分化におけるエチレンシグナルの重要性を明らかにした(3)。吸

器の内部構造を三次元で再構築し、寄生植物の細胞が宿主の維管束を掴むように形を変える様

子を可視化した(4)。宿主維管束に到達した侵入細胞は、道管細胞へと分化し、宿主との道管連結

を成立させる。吸器の内部細胞は道管分化に先立って維管束幹細胞のアイデンティティーを獲得

するが、このアイデンティティーの変遷に影響を及ぼす宿主変異体を単離した。これらの結果は、

宿主由来シグナルが寄生植物の吸器細胞に影響し、維管束幹細胞の分化を促すことを示唆して

いる。寄生植物吸器細胞のアイデンティティーの変遷に関わる遺伝子の単離を目指し、宿主―寄

生植物間のトランスクリプトーム解析と宿主変異体を用いた解析を進めている。 
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